
2018年9月25日 

2019年3月卒者（大学・大学院卒） 
「新卒者採用に関する進捗調査」 

集計結果報告 

＜調査に関する問い合わせ先＞ 
公益財団法人 就職支援財団    担当 ： 鈴木  TEL  054-271-3111    

公益財団法人就職支援財団が、県内企業の2019年3月卒業予定の新卒者（大学・大学院卒）採
用活動の8月時点での状況について調査しました。 

調査の趣旨 

この調査は、静岡県内企業における新卒採用活動の現時点での進捗状況を収集し、企業・学校・学生
へタイムリーに情報を展開することで、今年度の企業の採用活動、学生の就職活動への対応策提言の
資料としていくものです。 

調査要領 

■調査対象 
  静岡県内企業の経営者もしくは人事担当者 
  従業員数：49名以下31.7%、50～99名24.9%、100～299名23.9%、300名以上19.5% 
  業種：製造業26.7%、建設業11.6%、卸売・小売業20.1%、サービス業33.5%、その他8.0% 

 
■調査期間 
  2018年8月9日～2018年9月2日 
 
■調査方法 
 2018年5月実施「新卒者採用に関する実態調査」（しずおか産学就職連絡会）の調査票送付先及び、 
 新卒媒体やイベント等で新卒者を募集している企業から2,500社を抽出。調査依頼文を郵送し、ＷＥＢ 
 サイトにてアンケート回答 
 
■有効回答数 
 498 サンプル （有効回答率 19.9%） 
  
※集計は、調査対象のプロフィール以外、非該当・不明を除いて実施。また、小数点以下第2位を四捨五入して表記して 
  いるため、合計が100％にならない場合がある。 



【総括】 
 
 
 
【調査結果】 
 
 Ⅰ. 2019年3月卒者（大学・大学院卒）の採用活動実施状況 
  
 Ⅱ．選考プロセスにおける状況の前年度比較 
 
 Ⅲ．採用活動終了企業の活動実績 
 
 Ⅳ．今年度の採用活動全体の印象 
 
 Ⅴ．インターンシップの実施状況 
 
 Ⅵ．2016年以降入社者の評価と退職状況  
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＜今年度採用活動の概況＞ 
採用活動継続企業の割合は、前年を上回る73%。採用計画人数の充足を見込んでいる企業は26%と厳しい状況。 
～前年に引き続き従業員規模の大きい企業、製造業の企業は、特に厳しさを感じている様子。 
 
①採用活動を継続している企業の割合は前年を上回る5割超となった。採用意向のある企業のうち、73%の企業が現在 
 も採用活動を継続している（図表１、２）。「建設業」と「サービス業」、「製造業」の活動継続割合は7割超となっている 
 （図表３）。 
②採用計画人数の充足を見込んでいる企業は26%と厳しい状況が伺える（図表４）。全ての従業員規模において、充足 
 できそうにないと見込んでいる企業の割合が、充足を見込んでいる企業と比較して、同率もしくは上回っている 
 （図表５）。 
③応募者数は前年よりも更に減少傾向にある。特に「従業員100人以上」の企業は、昨年よりも減少した割合が、高い 
 数値となっている（図表６、７）。 
④採用活動を終了した企業のうち、採用予定人数に達した企業の割合は、半数以下となっている。一方、状況が厳しく 
 採用を諦めてしまった企業の割合は17%で、終了理由の中で2位となっている。「従業員299人以下」の企業では、その 
 割合が2割を超えている（図表１２、１３）。 
⑤前年よりも採用活動状況が厳しくなっているとした企業は68%と前年数値を2ポイント上回っている（図表１４）。「従業 
 員数300人以上」の企業や「製造業」の企業では、その割合が7割を超えている（図表１５、１６）。 
 
 

＜インターンシップの概況＞ 
インターンシップの実施率が5割超と上昇。実施期間は1日、内容は見学、説明会形式の割合が高い。 
①インターンシップ実施率は、前年を8ポイント上回る52%となっている（図表１７）。実施率は、全ての従業員規模におい 
 て、前年を上回っている（図表１８）。受入対象は「大学3年生」が最も多いが、他学年の受け入れも拡げている様子が 
 伺える（図表２３）。 
②インターンシップの実施については、「1日」（図表２１）、採用活動解禁直前の「1月～2月」実施（図表１９）、「見学」「説 
 明会」型の内容の割合が多い（図表２４）ことから、採用活動に準じたものとなっているようだ。特に「従業員300人以 
 上」の企業が、その傾向が強く見られる（図表２５）。 
 
 

＜今後の採用活動について＞ 
これまで採用に好影響のあったインターンシップの実施率が増加しているのにも関わらず、採用状況は悪化。 
～インターンシップを含めた就職活動のあり方を、地域独自で見直す必要があるのではないか。 
 

 インターンシップの実施率が高まっているものの、採用活動の状況は厳しさを増している。特にインターンシップ実施率
の最も高い「従業員300人以上」の企業が、最も採用活動に厳しさを感じている。「従業員300人」以上の企業のインター
ンシップは、短期間、採用活動直前、見学・説明会型といった採用活動に準じた実施内容となっている傾向が強い。 

 インターンシップを採用という成果に繋げるためには、短期的ではなく中長期的な視点で対応し、企業と学生との関係
が深まるような内容を検討する必要があるのではないか。そのためにも、受入れの対象学年を拡げ、本来の就業体験、
学生の自己発見型の要素をしっかり意識すべきだと考える。 
 2021年入社者以降の就活ルールの変更が議論されているが、インターンシップの意味合い含め、企業と学生にとって
最適な就職活動のあり方について、産官学が一体となって地域独自の基準を整備する好機と捉えてはいかかだろうか。 
 
※総括及び調査結果のＴＯＰＩＣＳのコメントにある“前年”とは、“前年同時期”の調査となります。 

【総括】 
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（図表１）2019年3月卒者の採用募集状況（n=498） 

＜ＴＯＰＩＣＳ＞ 
・採用活動を継続している、あるいは募集予定のある企業は全体の53%と前年を5ポイント上回った（図表１）。採用 
 意向のある企業に絞ると、73%の企業が採用活動を継続している（図表２）。業種別に見ると、建設業の活動継続率が 
 最も高くなっているが、サービス業と製造業も活動の継続率が7割を超えている（図表３） 
・今年度の採用計画を充足できそうな企業は全体の26%（図表４）。従業員規模別に見ると、全ての従業員規模におい 
 て、充足できそうにないと見込んでいる企業の割合が、充足を見込んでいる企業と比較して、同率もしくは上回ってい 
 る（図表５）。 

（図表３）業種別：採用意向のある企業の活動継続率 

【調査結果】 

（図表２）採用意向のある企業の活動継続率 

現在募集している＋今後募集予定である 

53.0%  ⇔ 前年47.6% 

（ｎ=379） 

（ｎ=364） 

（図表４）採用計画充足見込（n=373） （図表５）従業員規模別：今年度の採用計画充足見込 
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Ⅱ. 選考プロセスにおける状況の前年度比較 

＜ＴＯＰＩＣＳ＞ 
・応募者数は「前年よりも減少した」企業の割合が47%と最も高く、前年よりも3ポイント増加している（図表６）。従業員規 
 模別で見ると、「100人以上」の企業は「前年よりも減少した」割合が5割を超えている（図表７）。 
 
・最初に内々定を出した時期は、6月が最も多くなっている。6月よりも前に内々定を出した企業の割合は、前年と同程度 
 の55%となっている（図表８）。 
 
・内定辞退者数があった企業の割合は、68%で前年よりも7ポイント増加している（図表９）。内定辞退者数の前年との比 
 較を業種別に見ると、サービス業と製造業は、「前年よりも増加した」割合が他業種よりも高くなっている（図表１０）。 

（図表６）応募者数の前年度との比較 

（ｎ=358） 

（ｎ=423） 

（図表７）従業員規模別：応募者数の前年度との比較 

（図表８）最初に内々定を出した時期（n=260） 

（図表９）内定辞退者の有無の前年度との比較 

（ｎ=263） 

（ｎ=302） 

（図表１０）業種別：内定辞退者数の前年度との比較（n=239） 
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Ⅲ. 採用活動終了企業の活動実績 

＜ＴＯＰＩＣＳ＞ 
・採用活動の終了時期は「8月」と「6月」の割合が高くなっているが、いずれも前年調査を4～5ポイント下回っている。 
 「3月～5月」に終了した企業の割合は、前年調査よりも10ポイント増加している（図表１１）。 
 
・採用活動を終了した理由は、「採用予定人数に達したから」が49%と最も多いが、前年を3ポイント下回っている。「状況 
 が厳しいので今年は諦めた」という企業の割合は17%と2番目に高い数値となっている。「状況が厳しいので今年は諦 
 めた」企業を従業員規模別に見ると、299人以下の企業ではその割合が2割を超えている（図表１３）。 

（図表１１）採用活動を終了した時期（今年n=201、前年n=130） 
今年 

前年 

（図表１２）採用活動を終了した理由（n=185、複数回答） 

（図表１３）従業員規模別：採用活動を終了した理由 
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Ⅳ．今年度の採用活動全体の印象 

＜ＴＯＰＩＣＳ＞ 
・前年と比較した今年の採用活動の印象は、前年を2ポイント上回る68%の企業が「厳しくなった」と回答した（図表１４）。 
 従業員規模別に見ると、「厳しくなった」と回答した企業の割合は、300人以上の企業が73%と最も高く、100～299人の 
 企業が69%と続いている（図表１５）。業種別では、「厳しくなった」と回答した企業の割合が最も高いのは製造業の76% 
 となっている（図表１６）。 

（図表１４）前年と比較した採用活動の印象（n=380） 

（図表１５）従業員規模別：前年と比較した採用活動の印象 
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Ⅴ. インターンシップの実施状況 

＜ＴＯＰＩＣＳ＞ 
・インターンシップを実施している企業の割合は52%で、前年を8ポイント上回っている（図表１７）。従業員規模別に見る 
 と、規模の大きさに比例して実施率が高くなっている。また、全ての従業員規模で、前年の実施率よりも高い数値と 
 なっている（図表１８）。 
 
・実施時期は「8月～9月」が77%と最も多く、「1月～2月」が47%と続いている（図表１９）。従業員規模別では、300人以上 
 の企業の「1月～2月」の実施率が65%と高い数値となっている（図表２０）。 
 
・実施期間は「1日」が55%と最も多く、前年よりも7ポイント増加している（図表２１）。従業員規模別では、実施期間「1日」 
 の割合は規模に比例して高くなっており、300人以上の企業では、その割合が7割を超えている（図表２２）。 
 
・受入の対象学年は「大学3年生」が82%と最も多いが、他の全ての学年の数値が前年を上回っている（図表２３）。 
 
・インターンシップの実施内容は、「職場、工場の見学」が最も多く、次いで「業界や会社、仕事等の説明」が高い数値と 
 なっている（図表２４）。従業員規模別に見ると、300人以上の企業では、「業界や会社、仕事等の説明」の割合が73% 
 と最も高くなっている（図表２５）。 
 
・インターンシップを実施しない理由は、「現場業務が多忙につき受入体制がないため」が5割と最も多い。2番目に多い 
 のは、「受け入れのノウハウがないため」という理由で35%となっている（図表２６） 

（図表１７）インターンシップの実施状況（n=466） 

（図表１９）インターンシップの実施時期（n=294、複数回答） 

（図表１８）従業員規模別：インターンシップの実施状況 
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（図表２１）インターンシップの実施期間 
      （今年度n=300、前年度n=315、複数回答） 

（図表２３）インターンシップの受入対象（n=295、複数回答） 

（図表２２）従業員規模別：インターンシップの実施期間 

（図表２４）インターンシップの実施内容（n=300、複数回答） 
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（図表２５）従業員規模別インターンシップの実施内容 
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（図表２６）インターンシップを実施しない理由（n=178、複数回答） 
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Ⅵ. 2016年以降入社者の評価と退職状況 

＜ＴＯＰＩＣＳ＞ 
・2016年以降に入社した新卒者の期待値に対する現在の評価は、「期待値通り」が6割超と最も多くなっている。「期待 
 値を下回っている」割合は、「期待値を上回っている」割合よりも11ポイント上回っている（図表２７）。 
 
・2016年以降に入社した新卒者の退職者がいる企業の割合は55%（図表２８）。従業員規模別に見ると、規模に比例して 
 退職者がいる割合が高くなっており、300人以上の企業では79%となっている（図表２９）。 
 
・2016年以降に入社した新卒者の退職者数を、これまでと比較すると「変わらない」が6割超と最も高い（図表３０）。業種 
 別でも「変わらない」の割合が最も高いが、製造業では、退職者が「増えた」割合が「減った」割合を9ポイント上回って 
 いる（図表３１）。 

（図表２７）2016年以降に入社した新卒者の期待値に対する現在の評価（n=372） 

（図表２８）2016年以降に入社した新卒者の退職   
       の有無（n=410） 
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（図表２９）従業員規模別：2016年以降に入社した新卒者の 
       退職の有無 

いる いない

49人以下 35.5 64.5
50～99人 48.0 52.0
100～299人 60.2 39.8
300人以上 78.7 21.3

（図表３０）2016年以降に入社した新卒者の退職者数   
       のこれまでとの比較（n=341） 

（図表３１）業種別：2016年以降に入社した新卒者の退職者 
       数のこれまでとの比較 
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